
県
は
進
学
を
契
機
と
し
た
東
京
圏
へ
の
転
出
抑

制
の
た
め
、平
成
29
年
度
か
ら
、東
京
都
内
な
ど
県

外
の
大
学
な
ど
へ
自
宅
か
ら
通
学
す
る
学
生
の「
鉄

道
定
期
券
購
入
費
」を
助
成
す
る
市
町
村
に
、そ
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
利
用
は
12
市
町

で
４
０
０
人
を
上
回
っ
た
。
だ
が
大
半
は
、八
王
子
や
立
川
周
辺

の
大
学
な
ど
に
通
う
学
生
。
早
朝
特
急
に
乗
れ
ば
、横
浜
、千
葉
、

埼
玉
な
ど
東
京
近
郊
の
大
学
へ
も
自
宅
か
ら
通
学
で
き
る
。今
議

会
の
知
事
所
信
表
明
で
、
東
京
近
郊
の
大
学
に
通
う
学
生
に
対

し
、定
期
券
補
助
に
加
え
、特
急
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
と
し

た
が
、こ
の
判
断
に
は
大
い
に
賛
同
す
る
。

JR中央線の早朝特急料金の補助 ……
介護人材の確保と定着 …………
農業地域計画の見直し …………
野生鳥獣害対策 …………………
韮崎市内の土砂災害対策…………
韮崎市内の国道141号整備 ………
2025年度９月補正予算 ……………

質問　

鉄
道
定
期
券
購
入
の
助
成
対

象
の
拡
充
に
つ
い
て
県
の
所
見

を
伺
う
。

答弁

　
知
事
…
早
朝
特
急
の
定
期

運
行
は
県
民
所
得
の
向
上
戦
略

を
具
体
化
す
る
た
め
の
重
要
施
策
の

一
つ
。
本
県
は
都
内
に
比
べ
地
価
が

安
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
多
彩
な

ア
ウ
ト
ド
ア

資
源
な
ど
、
生

活
の
質
を
高
め

る
上
で
比
類
の

な
い
強
み
が
あ

る
。早

朝
特
急
で

こ
れ
ら
の
地
域

資
源
と
、
東
京
圏
へ
の
鉄
道

ア
ク
セ
ス
を
結
び
付
け
る

こ
と
は
、
若
年
層
が
県
内
に

居
住
し
な
が
ら
首
都
圏
の
教

育
・
就
業
機
会
を
活
用
で
き

る
環
境
を
整
え
る
。
こ
れ
に

よ
り
家
計
所
得
の
流
出
を

防
ぎ
、
地
域
内
で
の
消
費
や

【
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
早
朝
特
急
】　

甲
府
駅
発
の
早
朝
特
急
（
臨
時

便
）の
３
カ
月
ご
と
の
運
行
が
、今

年
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
。Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
、「
県
内
区
間
の
利
用
率
３

割
」
を
目
指
す
中
、
利
用
は
好
調

で
、６
月
末
ま
で
の
期
限
は
９
月
、11
月
と
２

度
延
長
。９
月
議
会
閉
会
後
の
11
月
、来
年
２

月
ま
で
の
延
長
を
決
め
た
。

キーワード
投
資
を
喚
起
す
る
「
豊
か
さ
の
循

環
」
を
加
速
さ
せ
、県
民
所
得
の
向

上
を
後
押
し
す
る
。

そ
の
実
現
に
は
、
県
内
で
の
利

用
率
向
上
が
不
可
欠
。
こ
の
た
め
県

は
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
に
よ
る
鉄

道
定
期
券
購
入
費
補
助
へ
の
県
補
助

に
加
え
、
来
年
度
か
ら
早
朝
特
急
を

利
用
し
て
通
学
す
る
大
学
生
な
ど
を

対
象
に
特
急
料
金
の
一
部
を
新
た
に

支
援
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
駅
を
経
由
し

て
千
葉
、
埼
玉
、
横
浜
な
ど
東
京
近

郊
の
大
学
や
職
場
へ
の
通
勤
・
通
学

が
現
実
的
な
選
択
肢
と
な
る
。
進
学

や
就
職
の
機
会
を
広
げ
、
進
学
を
契

機
と
す
る
若
年
層
の
県
外
転
出
を
抑

え
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

早
朝
特
急
の
利
用
率
が
高
ま
れ

ば
、
定
期
運
行
へ
の
環
境
が
整
い
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
前
進
さ
せ

ら
れ
る
。
県
は
市
町
村
の
特
急
料
金

補
助
制
度
の
早
期
整
備
を
促
し
、
県

と
市
町
村
が
一
体
と
な
り
制
度
の
周

知
と
活
用
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
利

用
拡
大
を
後
押
し
す
る
。

❶❶
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
早
朝
特
急
料
金
の
補
助

「
責
任
と
行
動
」信
条
に
県
政
前
進
に
尽
く
す

「
責
任
と
行
動
」信
条
に
県
政
前
進
に
尽
く
す

山梨県議会議員

INDEX
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未来へ“アシスト”

O Z A W A  E I I C H I

❶ 
❷
❸
❹
❺
❻
●

　 本年は、広島、長崎への原爆投下

と、戦後80年の節目の年。戦争

の惨禍を思い、犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表

し、平和の尊さを胸に刻みました。さて、異常気象や自

然災害は、今や「日常のリスク」。地域、行政、企業一体

の防災・減災の重要性が増しています。長崎知事は、国

からの県土強靱化予算の確保に尽力される一方、県政の

もう一つの柱として、山梨の魅力を世界へ発信、地域経

済の活性化につなげています。私も任期折り返しを迎

え、「責任と行動」を信条に、県民の命と暮らしを守り、

未来に誇れる山梨

を築くため県政の

前進に力を尽くし

ます。

一般質問に立つ小沢栄一（2025年9月30日、県議会本会議場）教育厚生委員長

県ホームページから

所 信

私の思い
東
京
圏
通
学
狙
い

来
春
か
ら
料
金
の
一
部
助
成

９
月
議
会
一
般
質
問

1面
2面
2面
2面

3面
3面

4面
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介
護
人
材
の
不
足
は
深
刻
で
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、今
後
不

足
す
る
介
護
職
員
数（
全
国
）は
、

２
０
２
６
年
に
約
25
万
人
、
高

齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
な
る
40

年
に
は
約
57
万
人
と
見
込
ま
れ
る
。
地
域
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し

か
ね
ず
、人
材
確
保
に
は
外
国
人
材
の
活
用
が

「
鍵
」と
な
る
。
近
年
、
介
護
施
設
の
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
は
拡
大
、
令
和
６
年
に
は
約

８
万
人（
同
）に
達
し
、受
け
入
れ
自
治
体
や

事
業
者
間
で
、
待
遇
や
支
援
体
制
の
充
実
を

競
い
合
っ
て
い
る
。一
方
、人
材
の
定
着
に
は
、

住
居
確
保
な
ど
、不
案
内
な
日
本
の
生
活
へ
の

支
援
が
重
要
だ
。

農
業
の
地
域
計
画
は
、
地
域
の
話
し
合
い
の

下
で
、
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
に
し
た

地
域
農
業
の
設
計
図
。
本
県
で
は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
、
全
市
町

村
の
１
９
５
の
地
域
で
計
画
が
作
ら
れ
、韮
崎
市
は
策
定
済
み
が
11
地

域
。
こ
の
過
程
で「
小
規
模
農
地
の
分
散
」「
農
家
の
高
齢
化
」な
ど
の
課

題
が
改
め
て
浮
上
、農
地
の
新
た
な
受
け
手
を
確
保
し
、集
積
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
計
画
は
、状
況
に
応
じ
随
時
見
直
す
も
の
で
、実
効
性
を
高

め
る
た
め
に
、見
直
し
過
程
で
県
の
関
与
が
望
ま
れ
る
。

質問

計
画
改
定
を
重
ね
な
が

ら
、新
た
な
担
い
手
に
農
地

が
確
実
に
集
積
さ
れ
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
、地
域
農
業
の「
持
続

的
な
発
展
」に
つ
な
が
る
。
県
は

農
業
の
地
域
計
画
を
ど
う
見
直

す
か
。

質問

県
は
外
国
人
材
の
活
用
な

ど
、
介
護
人
材
の
確
保
・

定
着
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答弁

知
事
…
介
護
人
材
の
不
足

は
深
刻
な
課
題
。
県
で
は

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
や
地
域

間
の
格
差
是
正
へ
、
介
護
報
酬

制
度
の
見
直
し
を
国
に
強
く
要

望
す
る
。
介
護
人
材
の
確
保
と

定
着
に
当
た
り
、
社
会
を
支
え

る
の
に
不
可
欠
な
介
護
職
を
、

よ
り
高
い
社
会
的
評
価
と
報

酬
を
得
ら
れ
る
「
職
」
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
の
た
め
、
介
護
職
を
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
駆
使
し
、
高
度
な
専
門
性

向
上
や
研
修
体
系
の
整
備
な

ど
、
介
護
人
材
育
成
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
介
護
関
係
者
と
議

論
を
開
始
す
る
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
可
能
に
す
る
に
は
、
外
国

人
介
護
人
材
（
以
下
、
外
国
人

材
）
の
受
け
入
れ
が
非
常
に
有

効
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
材
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整

え
、
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
も
見
据
え
た
魅
力
あ
る
就
労

環
境
の
整
備
が
重
要
だ
。

そ
こ
で
県
は
、
外
国
人
材
が

介
護
技
術
や
知
識
だ
け
で
な

く
、
日
本
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学
ぶ
研
修

会
を
開
催
、就
労
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
ま
た
、長
期
就
労

を
目
指
す
方
に
は
、
受
入
施
設

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
が
過
剰

に
増
加
し
、
農
林
業
に
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
特
に
シ
カ
は
個
体
数
が

多
く
、生
息
域
が
山
間
部
に
留
ま
ら
ず
、人

の
生
活
圏
に
も
広
が
っ
て
い
る
。韮
崎
市
で

は
、釜
無
川
の
河
川
敷
に
シ
カ
が
住
み
つ
き
、周
辺
の

畑
や
果
樹
園
を
荒
ら
し
て
い
る
。地
域
で
は
対
応
に
苦

慮
す
る
一
方
、Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
―
穴
山
駅
間
な
ど
で
は
、

シ
カ
と
列
車
の
衝
突
事
故
が
起
き
、
地
域
交
通
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、目
撃
情
報
が
相
次

ぐ
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
も
本
年
度
、県
内
で
２
件
の
人
身
被

害
が
発
生
し
た
。県
は
し
っ
か
り
と
野
生
鳥
獣
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

【
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
】　

高
度
な
ス
キ
ル
、専
門
性
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）活

用
力
を
備
え
た
、社
会
基
盤
を

支
え
る
介
護
・
医
療
・
保
育
・

福
祉
分
野
な
ど
の
従
事
者
。

キーワード
が
行
う
日
本
語
学
校
や
介
護
福

祉
士
養
成
校
へ
の
就
学
支
援
に

助
成
す
る
。

本
年
度
か
ら
は
、
外
国
人
材

を
初
め
て
受
け
入
れ
る
施
設
に

対
し
、
家
賃
負
担
な
ど
を
軽
減

す
る
助
成
制
度
を
新
た
に
設

け
、
生
活
面
で
の
支
援
も
進
め

答弁

知
事
…
令
和
５
年
度
か

ら
、
市
町
村
に
お
い
て
10

年
先
の
担
い
手
と
農
地
利
用
の

あ
り
方
を
明
確
に
す
る
「
地
域

計
画
」
の
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
示
す

目
標
地
図
の
作
成
支
援
や
、
地

域
計
画
の
話
し
合
い
の
場
に
農

務
事
務
所
職
員
を
派
遣
す
る
な

ど
、
県
も
積
極
的
に
関
与
し
て

き
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
６
年
度
末

ま
で
に
、
県
内
全
て
の
市
町
村

の
合
計
１
９
５
地
域
で
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
今
後
、市
町
村

は
地
域
と
と
も
に
計
画
実
現
に

取
り
組
む
が
、
県
も
引
き
続
き

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
若
手

農
業
者
の
育
成
や
、
農
業
参
入

を
目
指
す
企
業
・
農
業
法
人
の

誘
致
な
ど
を
後
押
し
し
、
農
地

の
受
け
手
と
な
る
担
い
手
の
確

保
を
図
る
。

加
え
て
、
担
い
手
へ
円
滑
に

て
い
る
。
今
後
、
海
外

か
ら
安
定
的
に
人
材
確

保
す
る
ル
ー
ト
の
確

立
や
、
快
適
な
住
環
境

整
備
な
ど
新
た
な
施
策

を
検
討
す
る
。

を
発
揮
す
る
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
育
成
し
、
持
続
可
能
な
人

材
確
保
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ

る
。こ
の
た
め
県
は
、デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
（
活
用
能
力
）
の

↖

野菜のでき具合を確認している新規就農者

介護士不足で労働負
荷は「限界に近い」と
もいわれる

❷❷
介
護
職
員
の
確
保
と
定
着

❹❹
野
生
鳥
獣
害
対
策

❸❸
農
業
地
域
計
画
の
見
直
し

私の思い

私の思い

担
い
手
確
保
へ「
地
域
計
画
連
携
会
議
」

担
い
手
確
保
へ「
地
域
計
画
連
携
会
議
」

高
度
人
材
育
成
と
外
国
人
雇
用
が

高
度
人
材
育
成
と
外
国
人
雇
用
が““
両
輪
両
輪
””

シ
カ
捕
獲
目
標
引
き
上
げ

シ
カ
捕
獲
目
標
引
き
上
げ

私の思い

農
地
の
集
積
が
進
む
よ
う
、
分

散
し
た
「
ほ
場
」
の
集
約
や
、

生
産
性
の
高
い
農
地
へ
再
編
す

る
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
。
ま

た
、「
地
域
計
画
」
は
地
域
農

業
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
見

直
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
農
業
会

議
や
農
業
振
興
公
社
な
ど
関
係

機
関
で
構
成
す
る
「
地
域
計
画

連
携
会
議
」
を
設
置
し
、計
画

見
直
し
を
進
め
る
市
町
村
の
支

援
を
強
化
し
た
。
併
せ
て
、
計

画
に
基
づ
き
農
地
集
積
な
ど
が

進
む
地
域
を
モ
デ
ル
地
域
に
設

定
、
優
良
事
例
の
横
展
開
を
図

る
。
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質問

県
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、ク
マ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
害
対
策
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答弁

森
林
環
境
部
長
…
増
え

過
ぎ
た
野
生
鳥
獣
に
よ
る

被
害
は
農
林
業
だ
け
で
な
く
、

貴
重
な
植
生
や
県
民
生
活
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
捕
獲

対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

シ
カ
の
捕
獲
で
は
、
県
内

全
域
で
の
年
間
目
標
を
昨
年

度
か
ら
２
０
０
０
頭
増
や
し

１
万
８
０
０
０
頭
と
し
、
県
猟

友
会
や
市
町
村
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
シ
カ
が
高
密
度

で
生
息
す
る
地
域
で
は
、
エ
リ

ア
を
定
め
集
中
的
に
捕
獲
し

て
お
り
、
峡
北
地
域
に
新
た
な

エ
リ
ア
を
設
け
捕
獲
に
努
め
て

い
る
。

加
え
て
、
本
年
１
月
か
ら

開
始
し
た
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
沿

線
で
の
集
中
捕
獲
で
は
、
目
標

の
２
５
０
０
頭
に
対
し
、
既
に

【
緊
急
銃
猟
制
度
】　

環
境
省
に
よ
る
と
、
人
の
生
活
圏
に
危
険
鳥
獣
（
ク

マ
、イ
ノ
シ
シ
）が
出
没
し
た
場
合
、次
の
条
件
を
満
せ

ば
、
市
町
村
長
の
判
断
で
銃
猟
で
き
る
制
度
。
①
危
険

鳥
獣
が
生
活
圏
に
侵
入
②
危
険
鳥
獣
に
よ
る
人
へ
の
危

害
防
止
に
緊
急
対
応
が
必
要
③
銃
猟
以
外
の
方
法
で
は
的
確
で

迅
速
な
捕
獲
が
困
難
④
住
民
や
第
三
者
に
、
銃
猟
に
よ
る
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
。施
行
は
９
月
１
日
。

２
０
０
０
頭
を
超
え
る
捕
獲

実
績
を
上
げ
た
。

ク
マ
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）に
加

え
、
県
民
が
ク
マ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
即
座
に
理
解
で

き
る
よ
う
、
新
た
に
分
か
り

や
す
い
動
画
を
作
成
・
配
信
す

る
。ま

た
、
９
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
「
緊
急
銃
猟
制
度
」
を
導

入
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る
た

め
、
標
準
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
や
、
対
応
力
の
強
化
に
向

気
候
変
動
の
影
響
で
、線
状
降
水
帯
を

伴
う
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
が
発
生
し
、

全
国
各
地
で
土
砂
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発

化
し
て
い
る
。一
方
、韮
崎
市
は
、急
峻
な

山
々
に
囲
ま
れ
、急
傾
斜
地
に
近
い
地
域

住
民
か
ら
私
の
所
に
、「
斜
面
対
策
に
よ
る
安
全
性
の

向
上
」を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
崖
崩

れ
は
前
兆
の
把
握
が
難
し
く
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

り
突
然
起
こ
る
た
め
、民
家
の
近
く
だ
と
避
難
が
間
に

合
わ
ず
、人
的
被
害
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
。
安
全
安

心
な
住
民
生
活
に
は
、災
害
前
の
対
策
が
重
要
だ
。

韮
崎
市
か
ら
北
杜
市
を

経
由
し
長
野
県
へ
至
る
国

道
１
４
１
号
は
、
交
通
量

が
多
く
、県
内
外
の
移
動
や

物
流
を
支
え
、通
勤
通
学
や

買
い
物
な
ど
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
幹
線
道
路
。た
だ
、柳
原
神
社
付
近
で

は
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
が
あ
り
、こ
れ

ま
で
も
交
通
事
故
が
発
生
。
ま
た
、歩
道

は
片
側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
幅
は
狭

く
、
周
辺
に
は
信
号
や
横
断
歩
道
も
な

く
、
地
域
住
民
か
ら
は
改
善
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
地
域
で

立
ち
上
げ
た「
国
道
整
備
推
進
委
員
会
」

キーワード

が
、整
備
を
繰
り
返
し
要
望
し
た
結
果
、

県
は
事
業
に
着
手
し
た
。地
域
で
は
一
日

も
早
い
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。

質問

韮
崎
市
内
の
急
傾
斜
地
の

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

県
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答弁

県
土
整
備
部
長
…
韮
崎
市

内
に
は
、
急
傾
斜
地
が
崩

壊
し
た
際
、
住
民
の
生
命
や
身

体
に
危
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
の
あ
る

「
１
０
２
」
の
土

砂
災
害
警
戒
区
域

が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
の
う

ち
、崩
壊
リ
ス
ク
が
高
く
、人
家

な
ど
保
全
対
象
が
多
い
と
こ

ろ
か
ら
優
先
し
て
対
策
を
進

め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
23
区
域
で

「
擁
壁
」
な
ど
の
整
備
を
完
了

し
、
現
在
は
９
区
域
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
七
里
岩
の
３

区
域
と
越
道
で
は
、
斜
面
崩
壊

を
防
止
す
る
た
め
の
補
強
工
事

を
進
め
て
お
り
、
武
田
の
４
区

域
と
久
保
で
は
、
用
地
取
得
に

向
け
た
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

工
事
中
の
区
域
は
、
早
期
完

成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の

他
の
区
域
に
つ
い
て
も
、
着
工

時
期
の
前
倒
し
に
努
め
る
。

け
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
野
生
鳥
獣
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
は
３
０
０
０
頭
、
ニ

ホ
ン
ザ
ル
は
１
１
０
０
頭
の
年

間
捕
獲
目
標
を
設
定
し
、
農
作

物
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
里
山
周

辺
で
捕
獲
を
強
化
し
て
い
る
。

捕獲用のオリのそばをうろつくツキノワグマ 人里に出没するシカ

七里岩の急傾斜地の補強工事（韮崎市本町、県中北建設
事務所峡北支所提供）

❺❺
急
傾
斜
地
の
土
砂
災
害
対
策

❻❻ 韮崎市内の国道141号整備 柳
原
神
社
付
近
は
拡
幅
へ

柳
原
神
社
付
近
は
拡
幅
へ

　
　
　
　
「
藤
井
堰
」は
付
け
替
え
も

　
　
　
　
「
藤
井
堰
」は
付
け
替
え
も

ク
マ
対
策
は
動
画
配
信

ク
マ
対
策
は
動
画
配
信

韮
崎
市
内
１
０
２
区
域

補
強
前
倒
し
に
全
力

私の思い

私の思い

４
面
に
つ
づ
く
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賃上げ、不妊治療対策など賃上げ、不妊治療対策など7777億円億円

小沢えいいち事務所 日々の活動をSNSで

ご覧いただけます
〒407-0003
山梨県韮崎市藤井町北下條1679-2
TEL 0551（30）7414　FAX 0551（30）7415
E-mail info@eiichi-ozawa.com
U R L  https://eiichi-ozawa.com

Instagram Facebook Yo uTu b e

③
経
営
指
導
の
観
点
か
ら
支

援
す
る
。
①
は
賃
上
げ
前
の

最
低
賃
金
が
１
５
０
０
円

以
下
で
30
円
以
上
賃
上
げ

し
た
事
業
者
を
対
象
に
、
生

産
性
向
上
に
つ
な
が
る
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
設
備
投
資

を
補
助
。
②
は
専
門
家
が
Ｄ

Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
支

援
す
る
。
③
で
は
、賃
上
げ

が
で
き
な
い
企
業
の
課
題
分

析
や
経
営
指
導
に
当
た
る
専

門
家
を
派
遣
す
る
。

一
方
、
不
妊
治
療
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
保
険
適
用

外
の
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
）
な
ど
の
医
療
費
を
助

成
。
ま
た
、不
妊
治
療
を
受

け
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
取
り
組
む
企
業
の
社
内
研

修
、
休
暇
制
度
創
設
な
ど
を

支
援
す
る
。

介
護
離
職
の
防
止
で
は
、

仕
事
と
介
護
の
両
立
に
関

持
続
的
な
賃
上
げ
で
は
、

近
隣
都
県
と
の
賃
金
格
差

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
企
業

が
生
産
性
向
上
に
よ
り
賃

上
げ
原
資
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
、
①
設
備
投
資
②
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
導
入

す
る
「
専
門
人
材
」
の
育
成

を
促
す
。
ま
た
、
障
害
や
疾

病
の
あ
る
「
生
活
保
護
受
給

者
」
の
自
立
支
援
を
強
化
す

る
た
め
、「
就
労
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
設
置
。

高
齢
者
の
孤
立
防
止
の
た
め

に
は
、「
移
動
式
地
域
食
堂
」

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）
を
派
遣

す
る
「
高
齢
者
見
守
り
モ
デ

ル
事
業
」
を
展
開
す
る
。

県議会は10月9日閉会し、総額77億7,600万円の2025年度9
月補正予算を可決、成立した。賃上げ環境整備への生産性向上
の支援や、不妊治療対策、介護離職防止、生活保護受給者の自

立支援強化などを
盛り込んだ。25年
度当初予算との
合計は、5,416億
6,000万円。

な
幹
線
道
路
で
、
沿
線
住
民
の
日

常
生
活
に
も
欠
か
せ
な
い
重
要
な

路
線
。

韮
崎
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

渋
滞
対
策
と
し
て
交
差
点
の
改
良

を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、道
路
の
拡

幅
や
歩
道
の
設
置
な
ど
、
安
全
性

の
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。

現
在
は
、柳
原
神
社
付

近
の
約
３
６
０
㍍
区
間

で
、道
路
の
線
形
改
良
と

併
せ
、拡
幅
や
歩
道
整
備

を
進
め
て
い
る
。
昨
年
度

ま
で
に
、対
象
区
間
の
用

地
取
得
を
完
了
、神
社
敷

地
内
の
本
殿
や
神
楽
殿

の
移
転
、
埋
蔵
文
化
財
の

調
査
も
終
え
た
。

本
年
度
は
、塩
川
右
岸

の
田
畑
で
利
用
さ
れ
て

い
る
用
水
路
「
藤
井
堰
」

の
付
け
替
え
工
事
と
、道

路
改
良
工
事
を
進
め
る
。

【山梨県の賃金水準】　
山梨労働局によると、「毎月勤

労統計調査」（ 2024年地方調査
結果、従業員数30人以上 ）では、1カ月当たりの
現金給与総額は33万5,613円と、全国平均の39
万7,789円と比べ6万2,176円低く、全国平均の
84.4%にとどまっている。

キーワード

質問

現
在
県
が
進
め
て
い
る
国
道

１
４
１
号
柳
原
神
社
付
近
の

道
路
整
備
の
進
捗
と
今
後
の
見
通

し
を
伺
う
。

答弁

県
土
整
備
部
長
…
国
道
１

４
１
号
は
、
峡
北
地
域
の
産

業
や
経
済
、
観
光
を
支
え
る
主
要

物価上昇を上回る賃上げが望まれる

▲大草地区
◀藤井地区

道路の線形改良と拡幅などを進めている柳原神社㊨付近

地域課題・ご要望を

県にお伝えします!

2025年度 9月補正予算

令和7年度から、

県議会教育厚生委員会委員長

県政活動  2025

韮崎市制施行71周年式典（10月）

護国神社秋の
例大祭（10月）

国土交通省に国道20号拡幅を
要望（9月）

水路落下防止フェンス設置

県
下
戦
没
者
慰
霊
祭

（
５
月
）
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